
大地の恵みを 人が奏でる だれやめの郷

広報

◎特集 国民文化祭のための「劇団」つくります！
「劇団いさ」劇団員募集！

「住みよさランキング」
2014 県内１位

（安心度：全国６位、住みよさ
 九州・沖縄ブロック：15 位）

 [ 東洋経済新報社調べ ]
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実施日 　全６回（第２回まで終了）第３回８月 22 日（金）
　※ 後半３回の日程は、参加者との相談で決定します。

時　間 　19 時～ 21 時 45 分（前半３回）
会　場 　伊佐市文化会館
講　師 　大塚ムネト氏（劇団ギンギラ太陽’s ）
対象者 　高校生以上（市外在住者も可）※ 参加多数の場合選考あり

実施日 　原則毎週金曜日
時　間 　19 時～ 21 時 45 分
会　場 　伊佐市文化会館または菱刈環境改善センター
講　師 　永山智行氏（劇団こふく劇場）ほか

対象者 　小学４年生以上（劇の稽古に継続参加できる人・市
　外在住者も可）※ 定員 40 人

その他
　「いさ演劇祭」で上演する２作品のうちどちらに出演
　するか配役を決めて行います。※ 配役は演出家が相
　談して決めます。（予定）

実施日 　原則毎週金曜日（当分の間、「やってみる」コースと合同）
時　間 　19 時～ 21 時 45 分
会　場 　伊佐市文化会館または菱刈環境改善センター
対象者 　中学生以上（市外在住者も可）

AXF
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国民文化祭のための「劇
団」つくります！

「劇団いさ」劇団員募集！
国民文化祭　期間限定一座

 

 

国民文化祭とは
　国民の文化活動への参加の気運を高め、新しい芸術文化の創造
を促すことを目的として、昭和 61 年度から毎年、各都道府県持
ち回りで開催されている国内最大の「文化の祭典」です。
　平成 27 年度の国民文化祭は鹿児島県で開催されます。
開催期間　平成 27年 10月 31日（土）～ 11月 15日（日）
　開催期間中は鹿児島県下すべての市町村でさまざまな文化イベ
ントが開催されます。
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行政からのお知らせ

（注）　ゆうちょ銀行以外からの寄附については、それぞれ事務局にお尋ねください。

中学校閉校記念事業のお知らせ

閉校記念関連事業
○閉校記念体育大会　平成 26 年 9 月 14 日（日）
○閉校記念文化祭　　平成 26 年 10 月 31 日（金）
○閉校記念碑　　　　平成 27 年 3 月（建立予定）
○閉校記念誌　　　　平成 27 年 3 月（発行予定）
　　　　　　　　　　※ 大口中での思い出の寄稿と写真提供をお願いします。
　　　　　　　　　　　 詳しくは、事務局までお問い合わせください。
問い合わせ先　大口中学校閉校記念事業実行委員会事務局（大口中学校）　☎㉒０３５４

大中ありがとう　～ 伝統に誇りをもって  未来へ繫げ  大中魂 ～

閉校式　期日：平成２７年３月１５日（日）
※ 同日開催　①記念碑除幕式　②記念式典

閉校記念関連事業
○閉校記念体育大会　平成 26 年 9 月 14 日（日）
○閉校記念文化祭　　平成 26 年 10 月 31 日（金）
○閉校記念碑　　　　平成 27 年 3 月（建立予定）
○閉校記念誌　　　　3,000 円以上（３口）の寄附者へ贈呈
❖寄附金受付（注）　 ゆうちょ銀行：０１７９０－２－１６３７０１
　　　　　　　　　　　　  口座名義：伊佐市立大口南中学校　※ １口：1,000 円
問い合わせ先　大口南中学校閉校記念事業実行委員会事務局（大口南中学校）　☎㉒２１２５

※ 同日開催　①記念碑除幕式　②南中大同窓会
閉校式　期日：平成２７年３月２１日（土）

～ ありがとう　大口南中学校 ～

閉校記念関連事業
○閉校記念体育大会　平成 26 年 9 月 14 日（日）
○閉校記念文化祭　　平成 26 年 11 月 2 日（日）
○閉校記念碑　　　　平成 27 年 3 月（建立予定）
○閉校記念誌　　　　3,000 円以上の校区内寄附者へ贈呈
　　　　　　　　　　4,000 円以上の校区外寄附者へ贈呈
❖寄附金受付（注）　 ゆうちょ銀行：記号１７８３０　番号３８９６５３１
　　　　　　　　　　口座名義：山野中学校閉校実行委員会会計
問い合わせ先　山野中学校閉校記念事業実行委員会事務局（山野中学校）　☎㉒０４１９

※ 同日開催　①記念碑除幕式　②記念式典
閉校式　期日：平成２７年３月２２日（日）

～ ありがとう　山野中学校 ～
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　伊佐市消防団では、新たに女性消防団員を募集します。
女性ならではの視点を、地域の防災活動に生かしてみませんか。
　消防団活動は、地域の防災にとって欠かせない重要な市民活動です。
地域に密着している消防団は、地域防災の要として各種災害から人命
と財産を守り、地域住民から深い信頼を得ています。
　そんな地域を愛し活動する消防団の一員として、防災意欲の強い
方々の入団をお待ちしています。
募集人員　15 人
応募資格　⑴伊佐市内に在住または在勤
　　　　　⑵年齢 18 歳以上（高校生は除く。）
　　　　　⑶健康で防災やボランティア活動に興味のある女性
待　　遇　非常勤特別職の地方公務員
主な活動　※ 火災発生時の出動（消火活動）は行いません。

報酬等の支給　報酬のほか、訓練等に出動した際に手当てを支給
　　　　　　　５年以上勤務した人が退団する際には退職報償金を支給
公務災害補償　消防団活動中の負傷に対して補償制度あり
被服等の支給　消防団活動が安全にできるよう、必要な被服等を貸与
申込方法　総務課交通消防防災係にある入団申込書に記入のうえ、総務課に持参または郵送してくだ
　　　　　さい。
◆男性消防団員も募集中
提出・問い合わせ先　〒８９５－２５１１　伊佐市大口里１８８８
　　　　　　　　　　伊佐市役所総務課交通消防防災係（大口庁舎）☎㉓１３１１

平常時 災害時

  ・広報活動（火災予防・地域防災に関する広報啓発活動）
  ・応急処置普及活動（応急手当の知識習得と講習等の指導）
  ・訓練活動（各種訓練や消防団行事への参加）
  ・防火活動（高齢者家庭等へ訪問して防火指導など）

  ・災害時後方支援活動（大規模災
     害時における情報収集、救急・
     救護、食糧等の供給補助など）

女性消防団員を募集します

ナイター陸上大会
　夏休みを締めくくるイベント「ナイター陸上競技大会」と「かけっこ教室」を開催します。夏の思
い出づくりや運動会への練習に、ぜひご参加ください。
日　　時　８月 23 日（土）
　　　　　受付 15 時 30 分～
▽かけっこ教室　16 時～
▽競技大会　開会式 17 時～　競技開始 18 時～
※ 少雨決行（荒天の場合は中止）
場　　所　伊佐市陸上競技場
教　　室　小中学生を対象にした「かけっこ（短距離）教室」
参 加 料　無料
申込方法　文化スポーツ課に８月 11 日（月）まで電話で申込みください。
申込・問い合わせ先　文化スポーツ課スポーツ係　☎㉖１５７８

種　　目
○ 100 ｍ　  小・中学男女、高校・一般男女
○ 800 ｍ　  小学男女
○ 2000 ｍ　中学女子、高校・一般女子
○ 3000 ｍ　中学男子、高校・一般男子
○ 5000 ｍ　高校・一般男子
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行政からのお知らせ

「伊佐のお父さん・お母さん募集中！」
　伊佐ツーリズム協議会では、会員を募集しています。いろんな人と接することが好きな人、新たな
ことに挑戦してみたい人、子どもたちと触れ合いたい人など、ツーリズムに少しでも興味がある人な
ら大歓迎です。楽しいメンバーがあなたを待っています。伊佐の「お父さん」「お母さん」になって
みませんか！

年会費 2,000 円と、年に１回開催され
る安全対策講習会の受講が必要です。

体験は農業に限らず「田舎暮らし体験」
をさせることを主にしています。都会の
子どもたちに、森林体験や星空観察など
田舎ならではの暮らしを体験させてあげ
てください。

１家庭に３～４人の中学生・高校生を主
に１泊２日で受け入れます。体験・食事
作りはすべて生徒と一緒に行います。１
泊２日の場合、生徒１人あたり約 4,500
円の受入料をお支払いします。

申込・問い合わせ先　伊佐ツーリズム協議会事務局（伊佐ＰＲ課内）　☎㉙４１１３

ココが知りたい！

【教育旅行生の受入人数】
○平成 23 年度……２校・204 人
○平成 24 年度……５校・339 人
○平成 25 年度……８校・612 人
○平成 26 年度……８校・570 人（予定）

【主な活動】
○教育旅行の受け入れ（主に春・秋）
○安全対策講習会受講
○各シンポジウムに参加　など

【主な体験内容】
○田植え・稲刈り  
○野菜の種まき・苗植え・手入れ・収穫
○牛の世話・えさやり  
○竹細工・木工細工
○そば打ち・ふくれ菓子作り・郷土料理
　作り 
○ピザ作り・はがまでご飯
○茶摘み   
○まきわり・森林体験
○カヌー体験   
○ホタル・星空の観察
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県内初「土曜いきいき講座」受講生受付中！
　伊佐市教育委員会は、５月 17 日から小・中学生を対象に基礎学力向上を目的とした「土曜いきい
き講座」を開講しました。受講生 58 人（小学生 14 人・中学生 44 人）は講師 10 人のもと、毎週土
曜日（14:00 ～ 17:00）に楽しく「生き生き」と学んでいます。

　講座内容や申込方法については、お気軽にお問い合わせください。
申込・問い合わせ先　教育委員会学校教育課指導係　☎㉖１５３２

夏休み鶴田ダム見学会
　事前に申込みが必要です。
　見学希望日の一週間前までにご連絡ください。
期　　日　８月 24 日（日）
時　　間　① 10 時 30 分　② 13 時 30 分　③ 15 時
内　　容　ダム操作室など見学
募集人員　１回あたり 90 人
※ 見学会以外にも８月 31 日までダム説明を 10 時から 16 時まで受け付けています。
問い合わせ先　国土交通省川内川河川事務所開発工務課　☎０９９６ ・２２・３２８２

   
平 成 26 年 ５月 ２２日 
川 内 川 河 川 事 務 所 

夏休み期間中の日曜日に鶴田ダムの見学会を開催します 

記者発表に関する問い合わせ先 

 

■開 催 日： ①平成 26 年 7 月 27（日） ②平成 26 年 8 月 24 日（日）  
■開催時間：  A）午前 10:00 Ｂ）午後 1:00 Ｃ）午後 3:00 のうち希望する時間 
■募集人数：  １回あたり最大 90 名（先着順で受付します） 
■見学ルート： ダム管理所操作室～ダム監査廊(ダム内部)～鶴田ダム再開発情報館～展望所(ﾊﾟﾈﾙ前) 
■申込方法：別紙申込用紙に必要事項を記入の上、見学日時１週間前までに FAX（郵送）またはﾒｰﾙ 
にて送付してください。 

※川内川流域に大雨警報等が発令され防災体制に入った時など、中止する場合がありますので、予め 
ご了承ください。 

 

 

国土交通省 九州地方整備局 川内川河川事務所 

   0996－22－3282 （開発工務課直通）   0996－22－3271（事務所代表）  

開発工務課長  宮原
みやはら

 幸嗣
こ う じ

  （内線３２１）  工事課長   川 元
かわもと

 壊二
じょうじ

  （内線３７１） 

国土交通省 九州地方整備局 鶴田ダム管理所  0996ー59ー2030  

      管理係長     谷口
たにぐち

  正浩
まさひろ

  （内線３３２）   

鶴田ダム再開発工事現場 

ダム操作室見学 ダム内部見学 
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行政からのお知らせ

試
験
区
分
及
び
採
用
予
定
人
員

一
般
行
政
Ⅰ
〈
一
般
事
務
〉　　
　
　

   

若
干
名

　
（
一
般
事
務
ま
た
は
技
術
に
従
事
）

一
般
行
政
Ⅱ  〈
土
木
〉　　

  　
　
　
　

若
干
名

一
般
行
政
Ⅱ  〈
建
築
〉　　

  　
　
　
　

若
干
名

　
（
専
門
的
な
技
術
ま
た
は
一
般
事
務
に
従
事
）

受
験
資
格

　

採
用
後
、
伊
佐
市
に
定
住
す
る
人
で
、
次
の

試
験
区
分
ご
と
の
要
件
を
満
た
す
人

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
、
地
方
公
務
員
法

　

第
16
条
（
欠
格
条
項
）
に
該
当
す
る
人
は
受

　

験
で
き
ま
せ
ん
。

一
般
行
政
Ⅰ
〈
一
般
事
務
〉

　

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
卒
業
以

上
の
学
力
を
有
す
る
人
（
来
年
３
月
卒
業
見
込

み
の
人
を
含
む
。）

一
般
行
政
Ⅱ
〈
土
木
〉

　

昭
和
49
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
9
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
卒
業
以

上
の
学
力
を
有
す
る
人
（
来
年
３
月
卒
業
見
込

み
の
人
を
含
む
。）

一
般
行
政
Ⅱ
〈
建
築
〉

　

昭
和
49
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
卒
業
以

上
の
学
力
を
有
す
る
人
（
来
年
３
月
卒
業
見
込

み
の
人
を
含
む
。）

試
験
日
時

一
般
行
政
Ⅰ
〈
一
般
事
務
〉

　

９
月
21
日
（
日
）
８
時
30
分
～

一
般
行
政
Ⅱ
〈
土
木
・
建
築
〉

　

９
月
21
日
（
日
）
13
時
～

試
験
会
場　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
階

　
　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

第
１
次
試
験

一
般
行
政
Ⅰ
〈
一
般
事
務
〉

　

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
教
養
試
験
及
び
作
文
試
験

一
般
行
政
Ⅱ
〈
土
木
・
建
築
〉

　

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
専
門
試
験
及
び
作
文
試
験

第
２
次
試
験　

面
接
試
験（
第
１
次
試
験
合
格
者
の
み
）

採　
　

用

　

最
終
合
格
者
は
、
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
し
、

平
成
27
年
４
月
以
降
、
必
要
に
応
じ
て
採
用
さ
れ
ま

す
。

受
験
手
続

　

総
務
課
に
備
え
付
け
の
受
験
申
込
書
兼
履
歴
書

（
上
半
身
写
真
貼
付
）
に
記
入
の
う
え
、
受
付
期
間

内
に
提
出
（
郵
送
の
場
合
は
、
82
円
切
手
を
貼
っ
た

返
信
用
封
筒
を
同
封
）
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

受
付
期
間　

８
月
１
日
（
金
）
～
22
日
（
金
）

　
　
　
　
　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
・
日
、
祝
日
は
除
く
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
職
員
係
（
大
口
庁
舎
）　　

☎
�
１
３
１
１

平
成
26
年
度

伊
佐
市
職
員
採
用
試
験

　市有林の立木を一般競争入札によって売却します。入札参加希望者は、次の事項に注意して参加し
てください。
受付期間　８月 1 日（金）～ 26 日（火）※ 土・日、祝日を除く。
申込方法　林務課にある「入札参加申込書」に記入のうえ、林務課に持参してください。
入札日時　８月 27 日（水）　10 時
入札場所　市役所菱刈庁舎 1 階会議室
そ の 他　詳しくは、市ホームページをご覧いただくか、林務課にお問い合わせください。

提出・問い合わせ先　林務課林政係（菱刈庁舎）　　☎㉓１３１１

物件番号 所在地及び地番 樹種及び本数 見込材積 面積 最低制限価格

①  伊佐市大口篠原
 2552-3 の一部

  ・ヒノキ  　　　761 本
  ・スギ  　　　　346 本
  ・その他広葉樹  149 本

 418.268 ㎥ 0.87ha  1,340,000 円

②  伊佐市大口平出水
 1210-1 の一部

  ・ヒノキ  　　 1,724 本
  ・スギ  　　　　  21 本  524.097 ㎥ 1.39ha  2,150,000 円

③
 伊佐市大口曽木
 3177-1、2845-1
 の一部

  ・ヒノキ  　　 1,370 本
  ・スギ  　　　　　   7 本
  ・その他広葉樹  942 本

 551.902 ㎥ 2.13ha 　 610,000 円

市有林の立木を売却します
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地域や他者とのかかわり学ぶ「ふるさと学寮」

　河川拡幅に伴い、針持橋の架替え工事を進
めている株式会社富士建設が、架替え記念に
設置する児童の手形作成を針持小５・６年生
に呼びかけました。
　新しい護岸には、当時の技術者が苦労して
構築した護岸の切石を再利用し、現場保存や
景観に配慮されたものになっています。
　地域に必要不可欠な針持橋が、これからも
愛される思い出の場所になるように子どもた
ちの手形が橋を支え続けます。

子どもたちが支える針持橋

　市内８校区コミュニティ協議会主催で、「ふるさと
学寮」が行われました。これは小学生が３泊４日で公
民館などに宿泊し、炊事や洗濯、登校支度などすべて
自分で行い共同生活をするものです。
　熱心に行われていた菱刈町から伊佐市になって、活
動は広がり今年は曽木校区と羽月校区（写真）が初め
て実施しました。
　献立も子どもたちが考え、地域支援員のお手伝いを
いただきながら和気あいあい過ごしました。地域の人
との交流を深め、家族のありがたさも感じられた４日
間でした。

　７月 17 日晴れ、あゆみ保育園に歓声が沸
きます。羽月在住の福元良男さん（堂崎 64
歳）が企画・設置した孟宗竹のそうめん流し
が登場しました。
　恒例行事となって今年で４回目。大好きな
そうめんを前にして、園児たちは箸を使い手
を使いそうめん争奪戦を始めました。
　園児 78 人は、あっという間に 100 束を
たいらげ周囲の大人たちを唖然とさせました。
　楽しく美味しくいただいて「福元のおじち
ゃん、今年もありがとう！」。

 あゆみ保育園「竹でそうめん流し」 



ISA City Public Relations  2014.08.01　　10

ISA City Topics

　伊佐地域の農業の将来を担う新規就農者
を激励するため、７月 18 日に田中ふるさ
と館で「伊佐地区ニューファーマーのつど
い」が開かれました。
　平成 26 年度に就農した５人うち出席し
た４人は、自己紹介とこれからの抱負を述
べたあと、先輩就農者や関係者から励まし
の言葉をもらい、就農後の自立・定着に必
要な支援策等について説明をうけました。
　新規就農５人は、次のとおりです。（敬
称略・写真左から①～④）
　川原純一（大田：根深ネギ）①
　大塚享  （井出原：水稲・野菜）②
　坂元健人 （鳥巣上：水稲・野菜）③
　坂元政太郎（   〃   ）④
　鶴丸斉（城下：生産牛）

　全日本空手道連盟糸東会全国選手権大会
８月 23 日（土）～ 24 日（日）東京都

（敬称略・写真前列左から）
　面高　杏　（大口小４年）
　川添結月　（大口小４年）
　御書小花　（大口小３年）
　岩永愛美　（大口小３年）
　蓑手陽和　（大口小１年）
　総監督：大薗福美（写真後列）

農業経営の向上を目指す

全国大会に行ってきます

　７月６日、本城幼稚園の運動会が菱刈農業者
トレーニングセンターで行われました。
　気合い十分のプログラム１番は、親子で一緒
に踊るソーランです。威勢のいい掛け声をかけ
ながら元気な踊りを披露しました。
　年少組は初めての運動会、たくさんの観客の
前でドキドキのかけっこや障害物レースに挑戦
しました。年中・長組は色別対抗リレーや親子
競技に参加し、会場からは頑張る園児たちに惜
しみない拍手が送られました。

本城幼稚園運動会

　６月 27 日、山野中学校では南日本放送（Ｍ
ＢＣ）の豊平有香アナウンサーを講師に招き、
出前授業が行われました。生徒たちは、いつも
当たり前に見たり聞いたりしているテレビやラ
ジオの制作現場のこと、情報の伝え方やそのた
めの工夫など、第一線で活躍する豊平アナの話
を真剣に聞いていました。
　質問コーナーでは、早口言葉を聞きたいとい
う生徒の要望から披露したプロの技に拍手喝采
でした。
　最後は「チャレンジして自分の可能性を探そ
う、無駄なことなんて一つもないんだから」と
生徒たちにエールを送りました。

「前向きな考えが表情や声をつくる」
ＭＢＣ出前授業
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　ナイター照明を備えた大口東小学校の校庭
で７月 19 日、「星ケ峯コンサート」と題し
た音楽イベントが開催されました。コミュ
ニティ協議会や地元有志らが発起人となり、
35 年前を最後に途絶えていた夏祭りに代わ
る夏イベントとして催されました。
　童謡や懐かしい歌謡曲など年代を問わず楽
しめる構成になっていて、訪れた観客は夏の
夜空の下、美しい演奏と歌を堪能しました。
　実行委員らは来年、夏祭りも兼ねたコンサ
ートを実現させたいと意欲を語りました。

大口東校区で 35 年ぶり
夏イベント

　（敬称略、順不同）
○株式会社富士建設 
　市道の除草・支障枝伐採（写真）
○鎌田建設株式会社伊佐支店 
　ガラッパ公園の除草
○有限会社荒武工務店　ガラッパ公園の除草
○有限会社鍋倉土木　ガラッパ公園の除草
○有限会社鮫島建設　ガラッパ公園の除草
○有限会社清水　市道の竹・木伐採
○上松建設有限会社　市道の竹・木伐採
○有限会社南九クレーン　市道の竹・木伐採
○有限会社新光建設　市道の竹・木伐採
○株式会社中村　市道の除草作業
○有限会社内田鉄工　市道の蓋版補修
○林建設株式会社大口本店
　市道の花壇除草・剪定
　主な作業内容を掲載しました。この他まち
の景観・安全のために作業してくださいまし
た。ありがとうございました。

ボランティアに感謝

７月 30 日～８月３日  山梨県
　新垣百恵さん

（大口明光学園高校 3 年  沖縄県出身）　
種目：円盤投げ

全国高校総体陸上出場

　４月に市から管理業務を委託され牛尾校区
コミュニティ協議会が営業している大口温泉
高熊荘。地元野菜の販売や高齢者教室なども
行われ、地域の活性化に一役かっています。
　仲良しの常連さんは、「体調が良くなるし、
冷房も入って涼しいから毎週来ているの」と
話されました。6 月末には、トイレと炊事場
を備えた野営場（テントを張って宿泊する場
所）も完成し、市外からバイクでキャンプに
きたお客さまも温泉を利用しています。
　コミュニティ主体の明るい取組みが地域を
元気にしています。

「大口温泉高熊荘」元気に営業中！
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　「スマイルとうほくプロジェクト」の一環
として、 福島県南相馬市のサルビア農家が育
てた花をご当地キャラクターが大使となって
全国に広げる活動を行っています。
　伊佐市でも７月中旬にイーサキングが届け
た苗を伊佐農林高校の園芸班５人とともに同
校内の花壇に植栽しました。
　全国 1000 株のうち 20 株が伊佐市（伊佐
農林高校・ふれあいセンター前中央公園）で
育っています。
　花の成長を見守りながら被災地への関心を
持ち続けましょう。

　６月 19 日、市内小・中学校教頭研修会が
行われました。会場となった南永小学校では
校内施設を案内したあと、同校が積極的に取
り組んでいる読書活動の一環である朗読を披
露しました。
　教頭先生方を前に緊張した様子の児童たち
でしたが、毎週続けている朗読朝会など活動
の成果を発揮しようと、それぞれ好きな作品
を堂々と暗唱しました。
　また今年、子どもの読書活動優秀実践校と
して文部科学大臣表彰も受けています。

　社会を明るくする運動（犯罪や非行を防止
し、立ち直りを支える地域のチカラ）は今年
64 回を迎えました。
　「更生保護の日」である７月１日からの１
か月を強調月間として、全国各地でさまざま
な催しが行われました。
　伊佐保護区保護司会のメンバーは市役所を
訪れ、法務大臣からのメッセージを伝達する
とともに安全で安心な地域社会を築こうとす
る運動「社会を明るくする運動」への協力を
呼びかけました。

全国に南相馬のサルビアを

南永小児童が朗読披露社会を明るくする運動

　７月７日、サッカー元日本代表のラモス瑠
偉さんが山野中学校で講演しました。
　講演では、会場に集まった山野中生徒や近
隣小学校の児童ら 170 人を前に、波乱万丈
の人生をユーモアたっぷりに語り、「親を大
切に、人と助け合い、諦めずチャレンジする
こと」と熱いメッセージを送りました。
　来年の大口中央中学校開校に伴い、閉校と
なる同中学校生徒たちにとっては、新たな学
校生活への不安を打ち消し、希望を持つこと
ができた有意義な１日となりました。

ラモスさん直伝「諦めない心」
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熱中症の応急処置
熱中症を疑う症状がありますか？ めまい・失神・筋肉の硬直・頭通・吐き気・倦怠感・意識

障害・けいれん・高体温など

氷のうなどがあれば、
首、腋の下、太腿の
付け根を集中的に冷
やしましょう

本人が倒れたときの状況を知っている
人が付き添って、発症時の状態を伝え
ましょう

意識がありますか？ 救急車を呼ぶ

そのまま安静にして十分に休息をとり、
回復したら帰宅しましょう

涼しい場所へ避難し、服
をゆるめ体を冷やす

涼しい場所へ避難し、服を
ゆるめ体を冷やす

水分を自力で接取できますか？

医療機関へ

水分・塩分を補給する

はい

はい

はい

はい

症状がよくなりましたか？

いいえ

いいえ

いいえ
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レ シ ピ

〈作り方〉　
①大豆は３倍の水で一晩ひたす。
②昆布・干ししいたけは水で戻し、千切りにする。
③鍋に水と大豆・ごぼう・昆布を入れ、大豆が
　やわらかくなるまで煮る。
④こんにゃく・なす・油揚げは１cm 角に切り、
　かぼちゃ・さといもは２cm 角に切り、みが
　しきも大きめに切る。
⑤③にしいたけ・こんにゃく・油揚げ・なすを
　入れ、10 分ほど煮た後、かぼちゃ・さといも・
　みがしきを入れて味噌を加え、中火で煮る。

生
Vol.46

「薩摩藩に伝わるお盆料理」
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〈材　料〉４人分
大豆　　　 1/2 カップ　      かぼちゃ　100g
干ししいたけ　　  ３枚　　 さといも　100g
昆布　　　　   10cm　     みがしき　１本
ごぼう　　　　  70g　　  なす　　　中１本
こんにゃく　 1/2 丁　　  味噌　　　50g
油揚げ　　　　  １枚　　    水　　　　６カップ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戸倉団地造成工事航空写真
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図書館へようこそ
Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎㉒０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎㉖３０００

【今月の新刊本（抜粋）】

　  は休館日
　  はイベント
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18 時
　　　　　日・祝日：９時～ 17 時

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童 一  般

　ここは海に浮かぶ船
の上。女の子がカモメ
にえさをあげようとし
たら、テンちゃんとい
う人形を海に落として
しまいました。さあ、
テンちゃんは女の子の
もとへ帰れるのでしょ
うか？　

　親子三代で営む菓子
舗「南星屋」。繁盛の
理由は、ここでしか買
えない日本全国、銘菓
の数々。でもこの一家、
実はある秘密を抱えて
いて…。思わず頬がお
ちる、読み味絶品の時
代小説。

うみの 100 かいだてのいえ　いわいとしお

（出版：偕成社） （出版：講談社）

まるまるの毬　西條奈加

【　児　童　】
うそ 中川ひろたか
しーっ！ひみつのさくせん クリス・ホートン
夏の魔法 ジーン・バーズオール
がっこうのおばけずかん 斉藤洋

【　一　般　】
沙羅沙羅越え 風野真知雄
胡蝶殺し 近藤史恵
推定脅威 未須本有生
やや暴力的に 石原慎太郎

【イベント情報】
夏休みおはなし会
日　時　８月８日（金）・22 日（金）10:30 ～
場　所　菱刈図書館
内　容　図書館ボランティア「おはなしミッケ！」・ひし
　　　　かり学童による大型絵本などの読み聞かせ
ふれあいメルヘンひろば
日　時　８月 23 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の読み聞かせ
ルピナスのおはなしかい
日　時　８月 28 日（木）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館

○

【８月の図書館カレンダー】

24
31

○○

○

○

◎海音寺潮五郎記念
「銀杏文芸賞」（締切：8 月 29 日） 
「読書感想文・画コンクール」
対象：小・中・高生
 （締切：9 月 30 日）
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男
女
共
同
参
画
社
会

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
政
策
課
共
生
協
働
推
進
係　

☎
�
１
３
１
１

　

伊
佐
市
の

男
女
共
同
参

画
基
本
計
画

で
は
、
平
成

32
年
度
ま
で

に
審
議
会
等

に
お
け
る
女

性
委
員
の
割

合
の
目
標
値

を
30
％
と
し

て
い
ま
す
。

委
員
に
な
る

に
は
、
団
体

に
所
属
し
た

り
資
格
が
必

要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
一
般
に
公

募
し
て
い
る
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
「
女
性
の
人
材
が
い
な
い
」、「
女
性

自
身
が
な
り
た
が
ら
な
い
」
な
ど
の
課

題
は
あ
り
ま
す
が
、
行
政
も
女
性
が
委

員
に
な
り
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
整
え

て
い
き
ま
す
。
あ
な
た
も
積
極
的
に
学

び
な
が
ら
審
議
会
等
参
加
へ
の
一
歩
を

踏
み
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

６
月
23
日
～
29
日
の
「
男
女
共
同
参
画

「
女
性
の
公
職
参
加
状
況
」

１
１
０
番
だ
よ
り

夏
期
に
お
け
る
水
難
の
防
止

■こんな時は注意！

■もしもの時は！
問
い
合
わ
せ
先　

伊
佐
警
察
署　

☎
�
０
１
１
０

　

夏
を
迎
え
、
水
遊
び
を
楽
し
む
季
節

と
な
り
ま
し
た
が
、
例
年
、
こ
の
時
期

に
は
多
く
の
水
難
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

鹿
児
島
県
で
昨
年
の
夏（
６
～
８
月
）

は
、
18
件
の
水
難
事
故
が
発
生
し
て
14

人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
事
故
の
原

因
と
し
て
は
「
水
遊
び
」
が
９
件
で
最

も
多
く
、
次
に
「
魚
釣
り
（
貝
取
り
を

含
む
）」
が
７
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

水
難
事
故
を
防
止
し
、
楽
し
い
夏
を

過
ご
す
た
め
に
次
の
点
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

○
悪
天
候
時
は
、
突
然
の
大
波
や
急
激

週
間
」
資
料
展
（
菱
刈
庁

舎
）
に
寄
せ
ら
れ
た
感
想

（
抜
粋
）

♡
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
が
女

　

性
の
立
場
や
権
利
を
尊

　

重
し
、
女
性
を
守
る
素

　

晴
ら
し
い
リ
ボ
ン
で
有

　

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

♡
暴
力
に
怯
え
て
い
る
女
性
が
多
い
こ

　

と
に
驚
き
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
運
動
が
も
っ
と
広
が
り

　

意
識
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い

　

ま
す
。

◆
「
男
女
共
同
参
画
」
資
料
展
を
鹿
児

　

島
銀
行
大
口
支
店
で
も
行
い
ま
す
。

期　

間　

８
月
11
日（
月
）～
29
日（
金
）

女
性
サ
ロ
ン
室

　

あ
な
た
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め

に
、
一
緒
に
考
え
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

開
催
日　

８
月
６
日
（
水
）・
20
日
（
水
）

時　

間　

13
時
30
分
～
16
時

場　

所　

大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
様
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

女性の公職参加状況 （毎年度末調べ）
年　　度 21 22 23 24 25

審議会等数 50 50 50 48 48
女性委員のいる審議会等数 41 41 41 41 42

委員総数 ( 人） 642 655 686 657 653
女性委員数（人） 137 136 146 141 143
女性委員比率 (%) 21.3 20.8 21.3 21.5 21.9

　

な
増
水
が
襲
い
ま
す
。
増
水
し
た
河

　

川
や
用
水
路
等
に
は
近
寄
ら
ず
、
水

　

辺
の
レ
ジ
ャ
ー
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

○
子
ど
も
だ
け
の
水
泳
や
水
遊
び
は
、

　

急
に
深
み
に
は
ま
っ
た
り
す
る
危
険

　

が
あ
り
ま
す
。
必
ず
大
人
が
同
伴
し

　

て
く
だ
さ
い
。

○
飲
酒
し
て
の
水
泳
や
魚
釣
り
は
、
溺

　

れ
た
り
、
転
落
す
る
可
能
性
が
高
く

　

危
険
で
す
。
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ

　

い
。

○
岩
場
な
ど
で
釣
り
を
す
る
と
き
は
、

　

必
ず
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し

　

て
く
だ
さ
い
。

□雨が降り出したとき
□川が濁りだしたとき
□川の水の量が増えてきたとき
□川の上流で大雨の注意報・
　警報などが出ているとき
こんな時は、高いところにす
ぐに避難しましょう

溺れている人を見つけたら
□大きな声で助けを呼ぼう
□すぐに 119 番、110 番に
　連絡しよう
□水に浮くものを投げてつか
　まらせる
□川に１人で助けに入らない

川遊びチェック
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お
知
ら
せ

８
月
の
市
水
道
メ
ー
タ
ー
器
取
替
え

８
月
は
人
権
同
和
問
題
啓
発
強
調
月

間 鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
国
分
支
部
に

よ
る
無
料
相
談
会

　

県
で
は
、
８
月
を
「
人
権
同
和
問
題
啓
発

強
調
月
間
」
と
定
め
、
こ
の
期
間
中
に
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
に
よ
る
啓
発
放
送
や
新
聞
広
告

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
啓
発
活
動
を
集
中

的
に
実
施
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
同
和
問
題
を
は
じ

め
、
子
ど
も
や
高
齢
者
へ
の
虐
待
、
女
性
、

障
が
い
者
等
に
関
す
る
人
権
問
題
が
、
依
然

と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
人
権
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
の
人
権
を

　

計
量
法
に
基
づ
き
、
対
象
と
な
る
家
庭
に

は
、
事
前
に
検
針
票
に
て
お
知
ら
せ
し
無
料

で
交
換
に
伺
い
ま
す
。

【
大
口
地
区
】

　

里
町
、
と
ど
ろ
、
大
田
の
一
部

【
菱
刈
地
区
】

　

重
留
西
の
一
部
、
重
留
東
の
一
部
、
下
市

日　
　

時　

８
月
30
日
（
土
）
10
時
～
16
時

場　
　

所　

湧
水
町
吉
松
中
央
公
民
館

相
談
内
容

　

土
地
建
物
の
登
記
・
会
社
の
登
記
に
関
す

る
事
項
、
遺
言
書
等
、
成
年
後
見
手
続
き
、

裁
判
手
続
き
や
裁
判
所
に
提
出
す
る
書
類
の

相
談
等
、
消
費
者
金
融
問
題
、
架
空
請
求
問

題
、
供
託
に
関
す
る
事
項
な
ど

　

受
付
は
予
約
優
先
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
対
応
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
利
用
く

だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
国
分
支
部

☎
０
９
９
５
・
５
２
・
８
４
８
５

タケシタの家造り 検索

広告

H     P   http://takeshitanoie.jp
e-mail ytake@takeshitanoie.jp

住所 : 伊佐市大口小木原８９９

土地・建物の管理を行います。

■遠方にいらっしゃる方

■なかなか自分では草刈ができない方　など

お客さまの大切な土地や建物管理を

お任せください。

※ 管理内容については、お問合せください。

TEL：0995-22-0425

建築設計・施工・製材・不動産
建材・サッシ・浄化槽・太陽光発電等

山取
替
え
に
つ
い
て
の
お
願
い

▽
委
託
業
者
が
、
取
替
え
作
業
を
行
い
ま
す

　

の
で
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を

　

置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
不
在
の
時
で
も
取
替
え
を
行
い
ま
す
の
で
、

　

そ
の
時
は
取
替
え
済
の
お
知
ら
せ
を
郵
便

　

受
け
な
ど
に
入
れ
て
お
き
ま
す
。

※
熱
中
症
対
策
の
基
本
は
、
水
分
補
給
で
す
。

　

蛇
口
を
ひ
ね
る
だ
け
で
簡
単
に
飲
め
る
水

　

道
水
で
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
心
が
け

　

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

水
道
課
管
理
係　
　
　
　
　

☎
�
１
３
１
１

尊
重
し
、
偏
見
や
差
別
の
な
い
社
会
の
実
現

に
向
け
て
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。　
　

　

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
も
身
近
な
こ
と
か

ら
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先

県
庁
人
権
同
和
対
策
課

☎
０
９
９
・
２
８
６
・
２
５
７
４

　
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」

に
伴
い
伊
佐
市
戦
没
者
追
悼
式
を
開
催
し
ま

す
。

日　
　

時　

８
月
15
日
（
金
）

　
　
　
　
　

11
時
45
分
～
13
時

　
　
　
　
　

受
付
11
時
30
分　

場　
　

所　

伊
佐
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
社
会
福
祉
係　
　
　

☎
�
１
３
１
１

第
６
回
伊
佐
市
戦
没
者
追
悼
式

平
成
26
年
度
鹿
児
島
県
屋
外
広
告
物

講
習
会

　

屋
外
広
告
業
の
業
務
主
任
者
に
な
ろ
う
と

す
る
人
な
ど
を
対
象
に
、
屋
外
広
告
物
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

日　
　

時　

８
月
21
日
（
木
）・
22
日
（
金
）

　
　
　
　
　

10
時
～
17
時
（
両
日
と
も
）

会　
　

場　

鹿
児
島
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

定　
　

員　

60
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

受
講
料　

２
、
２
０
０
円

申
込
期
限　

８
月
８
日
（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
都
市
計
画
課

☎
０
９
９
・
２
８
６
・
３
６
８
０

建
設
課
管
理
係　
　
　
　
　

☎
�
１
３
１
１

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
申
請
受
付
中

　

市
で
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金
、
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、「
広
報
い
さ
」
６
月

１
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限

○
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　

９
月
２
日
（
火
）

○
臨
時
福
祉
給
付
金　

10
月
９
日
（
木
）

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

福
祉
課
社
会
福
祉
係　
　
　

☎
�
１
３
１
１
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伊佐市からのお知らせ

広告 広告

株式会社ニチイ学館　八代支店

日　
　

時　

８
月
30
日
（
土
）
受
付
17
時　

　

開
会
式
17
時
15
分　

試
合
開
始
17
時
30
分

場　
　

所　

　

菱
刈
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

パ
ー
ト　
　

▽
混
成
の
部
（
女
性
が
１
人
以
上
）

▽
女
子
の
部
（
チ
ー
ム
全
員
が
女
性
）

ひ
し
か
り
が
ら
っ
ぱ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
料　

選
手
１
人
に
つ
き
３
０
０
円

※
が
ら
っ
ぱ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
無
料

申
込
方
法

　

菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
・
伊
佐
市
文
化

会
館
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
う

え
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
に
持
参
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

８
月
22
日
（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
菱
刈
庁
舎
３
階
）

☎
㉖
１
５
７
８
・　

㉖
１
０
５
５

平
成
27
年
度
法
政
大
学
現
代
福
祉
学

部
ま
ち
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
入
学
試

験
受
験
希
望
者
募
集

　

一
定
の
条
件
を
満
た
す
入
学
希
望
者
に
対

し
て
伊
佐
市
が
推
薦
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員　

１
人

※
現
代
福
祉
学
部
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
科

　

に
限
る
。

申
込
期
限　

8
月
31
日
（
日
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
Ｐ
Ｒ
課
交
流
Ｐ
Ｒ
第
１
係☎

㉙
４
１
１
３

募　
　

集

　

第
１
子
で
２
か
月
か
ら
５
か
月
の
赤
ち
ゃ

ん
を
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
を
対
象
に
、
育

児
の
喜
び
や
困
り
ご
と
、
関
わ
り
方
な
ど
を

お
母
さ
ん
同
士
で
考
え
、
親
子
の
絆
を
深
め

な
が
ら
少
し
先
の
子
育
て
知
識
を
学
び
ま
す
。

（
母
子
同
室
）

　

参
加
希
望
の
人
は
９
月
２
日
（
火
）
ま
で

に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

日　
　

程

　

９
月
11
日
、
９
月
18
日
、
９
月
25
日
、
10

月
２
日
（
毎
週
木
曜
日
４
回
シ
リ
ー
ズ
）

時　
　

間　

10
時
～
12
時

場　
　

所　

田
中
校
区
集
会
施
設
研
修
室

受
講
料　

無
料

テ
キ
ス
ト
代　

８
６
４
円
（
税
込
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
菱
刈
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
㉖
２
８
８
２

親
子
の
絆
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
“
赤

ち
ゃ
ん
が
き
た
！
”（
愛
称
：
Ｂ
Ｐ
）

平
成
27
年
度　

鹿
児
島
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校
訓
練
生
募
集

募
集
期
間　

▽
来
春
卒
業
見
込
み
の
人　

　

８
月
18
日
（
月
）
～
９
月
12
日
（
金
）

▽
一
般
・
来
春
卒
業
見
込
み
の
人

　

10
月
１
日
（
水
）
～
11
月
15
日
（
金
）

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
あ
っ
せ
ん
を
受
け
た
人

　

は
、
雇
用
保
険
の
延
長
、
職
業
訓
練
受
講

　

給
付
金
・
訓
練
手
当
の
支
給
が
受
け
ら
れ

　

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
先
か
国
分
公
共

職
業
安
定
所
大
口
出
張
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

大
口
）
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
０
９
９
６
・
４
４
・
２
２
０
６

放
送
大
学
10
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
26
年
度
第
２
学
期

（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。

出
願
期
限　

８
月
31
日
（
日
）

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.ouj.ac.jp)

で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
・
２
３
９
・
３
８
１
１
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（
６
月
２
日
～
６
月
30
日
受
付
分
）

川
畑　

こ
み
つ
（
満
・
元
町
実
業
）

四
宮　

幹か
ん
た太
（
耕
一
・
高
柳
）

中
園　

結ゆ
づ
き月
（
宏
治
・
小
木
原
上
中
）

中
村　

俊し
ゅ
ん
と翔
（
新
司
・
朝
日
町
）

西
屋
敷　

優ゆ
う
き樹
（
一
樹
・
高
校
西
）

原
口　

輝き

あ

ら
杏
麗
（
晋
作
・
徳
辺
住
宅
）

肱
岡　

侑ゆ
き希
（
芳
秀
・
上
目
丸
）

福
島　

潤う
る
は葉
（
英
樹
・
小
水
流
）

横
手　

琥く

う

あ
迂
亜
（
裕
樹
・
北
俣
団
地
）

（
６
月
１
日
～
６
月
29
日
受
付
分
）

大
口
地
区

神
薗　

オ
ス
ナ　
　

97　
（
上
八
坂
）

竹
下　

シ
ツ　
　
　

87　
（
下
青
木
）

津
守　

ク
ニ　
　
　

89　
（
下
青
木
）

永
吉　

末
隆　
　
　

85　
（
朝
日
町
）

平
田　

滋　
　
　
　

83　
（
西
本
町
）

南　

ス
ミ
子　
　
　

93　
（
下
目
丸
）

蓑
田　

亀
次　
　
　

90　
（
牛
尾
）

宮
原　

景
彦　
　
　

102　
（
上
ノ
馬
場
）

山
本　

光
男　
　
　

72　
（
多
々
良
石
）

若
松　

吉
美　
　
　

81　
（
中
戸
切
）

山
野
地
区

　

【今月の表紙】

広告広告
アスパラギン酸が生の２００倍も豊富

URL://Amazon.co.jp手 づくりのマテリア霧島
薩摩黒にんにく

伊佐総代理店　代表  西 秀雄
記念品商社㈲ N&H　☎ 22-6204

（黒にんにくパワーで貴方の健康を取り戻しませんか）

お客さまの声（横浜市の男性）
私は持病をいくつか持っています。医者に血圧が高いと言
われ、家庭でも減塩食に努めています。薩摩黒にんにく浄
化カプセルを朝晩飲み始めたところ、血圧が一か月で平常
値となり医者も驚きました。最近は、疲れにくくなったよ
うに感じています。短期間なのにビックリしています。

無添加

丸
目　

惠
夫　
　
　

81　
（
田
代
）

菱
刈
地
区

池
ノ
上　

テ
ル　
　

87　
（
荒
田
下
）

井
之
上　

シ
ツ　
　

97　
（
花
北
上
）

鵜
木　

葊　
　
　
　

84　
（
産
野
）

岡
元　

稔　
　
　
　

79　
（
下
市
山
）

神
川　

敏
則　
　
　

76　
（
山
田
）

中
園　

福
吉　
　
　

96　
（
下
手
仲
間
）

西　

イ
ツ
子　
　
　

89　
（
花
北
上
）

橋
田　

ハ
ル
ノ　
　

91　
（
築
地
上
）

古
市　

レ
イ
子　
　

78　
（
下
名
）

村
岡　

ヤ
エ
子　
　

73　
（
山
田
）

森
下　

國
秋　
　
　

83　
（
下
手
須
川
）

吉
本　

保
雄　
　
　

81　
（
岩
坪
）

　６月下旬、山野小や湯之尾小（写真）で水
上安全教室が行われ、専門機関である海上保
安庁の機動救難士（通称海猿）から「着衣泳
法」や「安全な場所からおぼれた人の救助法」
について指導を受けました。
　児童らは、水中で衣服を着たままの状態と
水着との違いを体感し、ペットボトルやクー
ラーボックスを使って水面に浮く方法など水
難事故の防止策を学びました。
　川や海へ行く機会が多くなるこの時期、身
近に起こり得る事故に用心しましょう。

海猿に学ぶ「水上安全教室」

上
田　

市
雄　
　
　

79　
（
小
木
原
上
）

川
口　

ス
エ
ヲ　
　

82　
（
下
之
馬
場
）

菅
原　

オ
ト
シ　
　

94　
（
小
木
原
上
中
）

竹
下　

昭　
　
　
　

85　
（
小
木
原
東
）

橋
本　

月
雄　
　
　

65　
（
上
松
）

宗
像　

玲
子　
　
　

80　
（
上
之
馬
場
）

羽
月
地
区

川
﨑　

フ
サ
子　
　

86　
（
髙
津
原
）

久
木
元　

重
明　
　

62　
（
湯
ノ
谷
）

下
一
ノ
宮　

悟　
　

73　
（
麓
町
）

平　

喜
人　
　
　
　

88　
（
金
波
田
上
）

福
山　
　

祢　
　
　

91　
（
麓
町
）

三
宅　

久
志　
　
　

90　
（
須
原
）

西
太
良
地
区

崎
山　

ト
シ　
　
　

86　
（
諏
訪
）
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編
集
後
記

人口のうごき

H26. ７. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）

総人口　28,352 人　  （－     62）
　男　　13,119 人　  （－     36）
　女　　15,233 人　  （－     26）
世帯数　14,074 世帯  （－     16）

◆ ◆

　

お
気
づ
き
に
な
り
ま
し
た
か
。
今
月
号
か

ら
表
紙
に
表
記
さ
れ
て
い
る
「
住
み
よ
さ
ラ

ン
キ
ン
グ
２
０
１
４  

県
内
１
位
」
の
文
字
。

東
洋
経
済
新
報
社
が
毎
年
公
表
し
て
い
る
も

の
で
、
公
的
な
統
計
を
も
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の

市
が
持
つ
都
市
力
を
、「
安
心
度
」「
利
便
度
」

「
快
適
度
」「
富
裕
度
」「
住
居
水
準
充
実
度
」

の
５
つ
か
ら
評
価
し
て
順
位
づ
け
し
た
も
の

で
す
。

　

昨
年
の
県
内
２
位
か
ら
今
年
は
な
ん
と
１

位
に
な
り
ま
し
た
。「
鹿
児
島
県
で
一
番 

住

み
よ
い
ま
ち
は
伊
佐
市
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
安
心
度
」
を
み
れ
ば
全
国
お
よ
そ
８
０
０

市
区
の
中
で
６
位
と
い
う
結
果
。
幸
福
と
は

誰
も
が
求
め
る
目
標
で
す
が
種
類
は
人
さ
ま

ざ
ま
。
こ
の
結
果
を
み
て
「
安
心
だ
け
ど
、

不
便
だ
し
裕
福
で
は
な
い
よ
ね
」
と
思
う
人

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。
確
か
に
…
で

も
、
今
は
素
直
に
「
ヤ
ッ
タ
ー
」
と
万
歳
し

て
喜
ん
で
み
ま
し
た
。
安
全
で
安
心
に
満
た

さ
れ
た
ま
ち
、
心
豊
か
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

さ
る
６
月
22
日
、
お
小
遣
い
を
持
っ
て
出
か
け

た
大
口
明
光
学
園
の
生
徒
が
、
お
金
を
落
と
し
て

気
づ
か
ず
に
い
る
と
、
あ
る
男
性
が
拾
っ
て
く
だ

さ
り
、
他
の
生
徒
を
通
し
て
本
人
の
も
と
に
戻
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
お
名
前
を
伺
う
こ
と
な

く
失
礼
を
し
た
よ
う
で
、
落
と
し
た
本
人
は
戻
っ

て
来
な
い
と
思
っ
て
い
た
お
金
が
見
つ
か
っ
た
の

で
、
そ
の
方
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
話
を
聞
い
た
私
た
ち
も
一
緒
に

喜
び
ま
し
た
。
伊
佐
市
の
方
の
心
温
ま
る
善
意
に

感
謝
で
す
。　
　
　
　
（
大
口　

Ｋ
・
Ｔ　

60
代
）

　

自
然
豊
か
な
伊
佐
で
生
ま
れ
育
ち
、
今
や
３
人

の
男
の
子
の
母
と
な
り
子
育
て
奮
闘
中
で
す
。
私

自
身
は
三
姉
妹
で
男
兄
弟
が
い
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
男
の
子
の
子
育
て
は
未
知
の
世
界
で
し
た
。

毎
日
ど
こ
か
で
泣
き
声
、
笑
い
声
、
時
に
は
と
っ

く
み
あ
い
の
喧
嘩
…
。
わ
が
家
が
静
か
な
の
は
子

ど
も
た
ち
が
寝
て
い
る
と
き
だ
け
。
慌
た
だ
し
く

過
ぎ
る
日
々
の
中
で
子
ど
も
た
ち
が
見
せ
る
た
く

さ
ん
の
表
情
や
感
性
、
こ
の
子
た
ち
の
母
に
な
れ

た
こ
と
に
感
謝
、
そ
し
て
支
え
て
く
れ
る
家
族
や

友
人
た
ち
に
感
謝
で
す
。

（
大
口
東　

Ｎ
・
Ｅ　

20
代
）

■
発

行
／

伊
佐

市
役

所
　

〒
895-2511　

鹿
児

島
県

伊
佐

市
大

口
里

1888
番

地
　

　
　

　
　

　
　

　
         Tel 0995-23-1311　

Fax 0995-22-5344
　

　
　

　
　

http://w
w

w
.city.isa.kagoshim

a.jp/  　
　

info@
city.isa.lg.jp

■
編

集
／

伊
佐

PR
課

     Tel 0995-29-4113　
 ■

印
刷

／
㈲

大
口

新
生

社
印

刷

　山野中の３年生で敬寿園入
所者の方と七夕飾りをつくっ
た。完成品をみんなで眺めて
喜んだ。

（山野　Ｔ・Ｍ　10 代）

和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏの ひろば
ｎａｇｏｍｉ

ｎ
ａ
ｇ
ｏ
ｍ
ｉ
　
ｎ
ｏ
　
ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
ｂ
ａ

お

便
りありがと

う

和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏ

の
ひろば

ｎａｇｏｍｉ

　このコーナーでは、皆さ
んからの「お便り」や「写
真」をお待ちしています。

【投稿について】
◆お便りは、字数 200 文字
　以内。写真は、１枚につ
　き 50 文字以内。（文章は、
　必要に応じて添削する場
　合があります）
◆住所・氏名・年齢・性別・
　電話番号・ペンネーム（記
　入がない場合イニシャル
　で掲載します）を記入の
　上、伊佐ＰＲ課までご投
　稿ください。
◆投稿は、はがき・封書・
　メールまたは直接伊佐Ｐ
　Ｒ課（大口ふれあいセン
　ター２階）へ
◆締切は、毎月 10 日
※営利目的や個人、団体を
　批判・中傷するような内
　容は掲載できません。
※紙面の都合上、掲載でき
　ないこともあります。

【投稿・問い合わせ先】    
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里２８４５番地２
伊佐ＰＲ課

「和みのひろば」係
☎㉙４１１３・　㉒９４２０

koho@city.isa.lg.jp


